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孫
さ
ん
か
ら
好
評
だ
と
い

　
　
　

う
鈴
木
ヤ
ヨ
イ
さ
ん
が
作

る
「
こ
ん
に
ゃ
く
」。
こ
ん
に
ゃ

く
芋
は
在
来
種
を
栽
培
し
、
三
年

か
ら
四
年
目
の
も
の
を
使
い
ま
す
。

　

作
り
方
は
、
お
姑
さ
ん
が
作
る

の
を
見
て
覚
え
ま
し
た
。し
か
し
、

水
の
分
量
な
ど
は
全
て
目
分
量
の

た
め
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た

と
い
い
ま
す
。
収
穫
し
た
こ
ん

に
ゃ
く
芋
の
皮
を
む
い
て
切
り
、

お
湯
を
加
え
て
ミ
キ
サ
ー
に
か
け

ま
す
。
そ
の
後
、
取
り
水
に
入
れ

て
塊
が
残
ら
な
い
よ
う
、
ま
ん
べ

ん
な
く
か
き
混
ぜ
ま
す
。
そ
こ
へ

炭
酸
ソ
ー
ダ
水
を
加
え
て
バ
ッ
ト

に
入
れ
、
三
時
間
程
寝
か
せ
ま

す
。
ヤ
ヨ
イ
さ
ん
は
生
合
わ
せ
な

の
で
、
そ
の
ま
ま
煮
て
、
水
で
冷

や
し
て
完
成
と
な
り
ま
す
。

　

こ
ん
に
ゃ
く
の
出
来
を
左
右
す

る
の
が
水
の
分
量
。
こ
ん
に
ゃ
く

の
乾
燥
具
合
で
微
妙
に
分
量
が
変

わ
る
の
で
、
そ
こ
を
見
極
め
る
の

は
長
年
の
経
験
で
す
。
か
き
混
ぜ

な
が
ら
、
そ
の
感
触
で
水
の
分
量

を
調
節
し
ま
す
。「
こ
の
加
減
を

覚
え
る
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
失
敗
も

し
て
大
変
だ
っ
た
」
と
ヤ
ヨ
イ
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
る
こ
ん
に
ゃ
く

は
刺
し
身
で
も
煮
て
も
お
い
し
い
」

と
お
孫
さ
ん
の
お
墨
付
き
で
す
。

収穫したこんにゃく芋。在来
種はノリが強いのが特徴。

かきまぜる感触を頼りに、水の
分量を調整します。この感覚は
長年の経験のたまものです。

生玉こんにゃく作り

鈴⽊ヤヨイさん
すずき・やよい／⻄⼭字⾺場／ 69歳

こんにゃくの出来を左右するのは
長年の経験から得た感覚

　

十
一
月
二
十
二
日
、
村
内
幼
小

中
高
校
の
教
員
が
一
堂
に
会
し
、

学
力
向
上
を
目
指
し
て
「
Ｓ
Ｕ
Ｎ

３
プ
ラ
ン
さ
め
が
わ
授
業
研
究
会
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

授
業
研
究
で
は
、
社
会
、
英
語
、

保
健
体
育
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

ど
の
授
業
も
生
徒
た
ち
は
熱
心
に

活
動
し
、
集
中
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
各
教
科
部

会
で
は
、
授
業
の
さ
ら
な
る
工
夫

改
善
と
各
校
の
教
科
指
導
の
取
り

組
み
を
報
告
し
、
幼
小
中
高
の
連

携
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
特

に
、
保
健
体
育
部
会
で
は
、
家
庭

学
習
や
携
帯
電
話
の
問
題
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

鮫
川
村
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成

の
た
め
に
、

村
内
幼
小
中

高
の
教
員
が

一
丸
と
な
っ

て
研
究
を
深

め
ま
し
た
。

■
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

金
曜
日
の
朝
、
お
は
な
し
ポ

ケ
ッ
ト
（
須
藤
幸
子
代
表
）
の

皆
さ
ん
に

絵
本
の
読

み
聞
か
せ

を
し
て
い

た
だ
い
て

い
ま
す
。

■
書
道
教
室

　

十
二
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で

の
三
日
間
、
特
別
非
常
勤
講
師

と
し
て
観
音
寺
住
職
の
津
田
彰

夫
さ
ん
に
書
き
初
め
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

筆
運
び
を

学
び
、
集

中
し
て
作

品
を
書
い

て
い
ま
し

た
。

■
全
校
朝
会
で
の
講
話

　

鮫
川
村
を
よ
り
知
ら
せ
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
十
二
月
九
日

の
全
校
朝
会
で
齋
須
寛
一
さ
ん

に
鮫
川
と

カ
ジ
カ
に

つ
い
て
講

話
し
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。

（
文
・
写
真
／
鮫
川
中
学
校
）

鮫川中学校編

（111）

み ん な の ペ ー ジ

若者の広場 № 109

⽔野暁隆さん

田
舎
に
は
田
舎
の
良
さ
が
あ
る

みずの・あきたか
平成３年５⽉14⽇⽣まれ 22歳
Ａ型 おうし座
趣味はスノーボード
⾚坂東野字官代在住

お
■今、夢中になっていること

　は何ですか？

　　社会人になってから始め

　たスノーボードです。友達

　と一緒に始めたのがきっか

　けで、今シーズンも滑りに

　行こうと思っています。

■これから新たにやってみた

　いことや目標はありますか？

　　友達に誘われたので、水

　上バイクの免許を取ってみ

　たいと思います。あとは、

　車いじりを覚えて自分でで

　きるようになりたいです。

■村に住んでいて感じること

　や現在の村について思うこ

　とはありますか？

　　自然が豊かなところが鮫

　川村の良さだと思います。

　元々、ガヤガヤしている所

　が好きではないので、都会

　みたいにビルが立ち並んで

　いるよりは、鮫川村みたい

　に緑があった方が落ち着き

　ます。田舎には田舎の良さ

　があると思います。

■鮫川村に要望などはありま

　すか？

　　「すまいる」ができて、仕

　事帰りに寄って買い物がで

　きるので便利だと思います。

　そのほかにも店が増えれば、

　わざわざ遠くまで行く必要

　がなくなるので良いと思い

　ます。
■

村
内
の
幼
小
中
高
校
が
連
携

地
域
の
方
々
に
感
謝

あなたの

Vol.1８

　次は関根拓也さん（西山字余所
内在住）の予定です。

光る技

キラり
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に
応
じ
ま
す
。
最
寄
り
の
白
河

総
合
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
に
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

白
河
総
合
労
働
相
談
セ
ン

　

タ
ー
☎
０
２
４
８
‐
２
４
‐

　

１
３
９
１

　

国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を

名
乗
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
年
金
受
給
調
査

と
称
し
て
、年
齢
や
家
族
構
成
、

年
金
の
受
給
状
況
、預
金
残
高
、

口
座
情
報
な
ど
に
つ
い
て
聞
き

催
し

　

び
一
般
の
方
、
統
計
調
査
員

　

な
ど
の
統
計
関
係
者

募
集
期
間　

平
成
26
年
２
月
３

　

日
（
月
）
〜
３
月
31
日
（
月
）

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
上
、
１
人
５

　

点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。
小

　

学
生
以
上
お
よ
び
一
般
の
方

　

は
、
総
務
省
政
策
統
括
官
室

　

へ
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

　

ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

統
計
関
係
者
の
方
は
、
市
町

　

村
統
計
担
当
部
署
へ
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　
　

総
務
省
政
策
統
括
官
付
統

　

計
企
画
管
理
官
室
☎
０
３
‐

i「
う
つ
病
」
は
大
人
に
限
ら
ず

子
ど
も
に
も
見
ら
れ
る
病
気
で

す
。
子
ど
も
の
場
合
、
頭
痛
や

腹
痛
、
成
績
の
急
激
な
低
下
、
非

行
な
ど
の
背
景
に
う
つ
病
が
あ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

の
変
化
に
気
づ
き
、
さ
ら
に
適

切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
子

ど
も
の
う
つ
病
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
。

日
時　

平
成
26
年
１
月
24
日

（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜
午

　

後
３
時
30
分

場
所　

郡
山
市
音
楽
・
文
化
交

　

流
館
「
ミ
ュ
ー
カ
ル
が
く
と

　

館
」
大
ホ
ー
ル

定
員　

１
２
０
名
（
先
着
順
と

　

し
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

　

り
と
な
り
ま
す
）

申
し
込
み
方
法　

平
成
26
年
１

　

月
17
日
（
金
）
ま
で
に
役
場

　

住
民
福
祉
課
福
祉
係
に
あ
る

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
上
、
県
精
神
保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。

　
　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
☎
０
２
４
‐
５
３
５
‐
３

　

５
５
６
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
‐

　

５
３
３
‐
２
４
０
８

　

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、

震
災
後
４
カ
月
間
の
外
部
被
ば

　

５
２
７
３
‐
１
１
４
４
／
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
０
３
‐
５
２
７
３
‐
１

　

１
１
８
１
／
Ｅ
メ
ー
ルtouke

　

in
ohi@

soum
u.go.jp

　

福
島
労
働
局
で
は
、
職
場
で

の
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
ん
で
い
る
方

や
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
心
配
な

方
、
人
事
・
労
務
な
ど
で
疑
問

を
持
っ
て
い
る
方
な
ど
の
相
談

nformationi 情報ＢＯＸ
暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

■電話番号

鮫川村役場（代表・総務課）
☎ 0247―49―3111
FAX 0247―49―2651

住⺠福祉課
 健康係     49-3112
 住⺠係・福祉係 49-3113
農林課      49-3114
企画調整課    49-3115
地域整備課
 建設係     49-3116
 環境係     49-3196
農業委員会    49-3197
議会事務局    49-3198
出納室      49-3199

【その他の機関】
教育委員会    49-3151
図書館      29-1150
農業者トレーニングセンター
         49-3295
学校給⾷センター 49-2113
こどもセンター（保育園・
幼稚園）     29-1010
国保診療所    49-2028
ほっとはうす・さめがわ
         48-2555
⼿･まめ･館    49-2556
⼭王の⾥     48-2848

■鮫川村公式ホームページ

http://www.vill.samegawa.
fukushima.jp/

　防災無線でむし歯
予防を呼びかけます。

１月の担当は
鮫川幼稚園

　生田目真
ま

歩
お

ちゃん

　須藤　充
みつき

稀くん

　関根愛
あ

架
か

哩
り

ちゃん

　中川西　悠
ゆう

くん

　石井陽
ひ

南
な

乃
の

ちゃん
出
そ
う
と
す
る
事
例
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

は
即
答
を
せ
ず
、
相
手
の
所
属

部
署
や
氏
名
、
電
話
番
号
を
確

認
し
た
上
で
電
話
を
切
り
、
最

寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　

白
河
税
務
署
☎
０
２
４
８

　

‐
２
２
‐
７
１
１
１

　

県
で
は
、
原
子
力
損
害
賠
償

に
つ
い
て
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
事
前
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
請
求
手
続
き
に

お
け
る
不
明
な
点
な
ど
、
ど
な

た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
16
日
（
木
）、
23

　

日
（
木
）、
30
日
（
木
）　

午

　

後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
50

　

分
場
所　

白
河
商
工
会
議
所

予
約
受
付
番
号　

☎
０
２
４
‐

　

５
２
３
‐
１
５
０
１
（
平
日

　

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　

５
時
15
分
ま
で
）

　
　

県
南
地
方
振
興
局
☎
０
２

　

４
８
‐
２
３
‐
１
５
０
６

く
線
量
を
推
計
す
る
基
本
調
査

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
記
入
・
回

答
し
や
す
い
問
診
票
の
「
簡
易

版
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
簡
易
版
は
、
避
難
な
ど

の
移
動
回
数
が
少
な
い
方
が
利

用
で
き
ま
す
。
簡
易
版
で
回
答

で
き
る
か
ど
う
か
は
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
簡

易
版
は
役
場
住
民
福
祉
課
健
康

係
で
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

基
本
調
査
の
結
果
は
、
一
人

一
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
将
来
の
健
康
管

理
の
た
め
に
、
提
出
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　

県
立
医
科
大
学
放
射
線
医

　

学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
‐
５
４
９
‐
５
１

　

３
０
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

子
ど
も
の
う
つ
病
を
知
る

ー
ポ
ン
券
」
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、

有
効
期
限
ま
で
に
指
定
医
療
機

関
に
予
約
を
し
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

有
効
期
限　

平
成
26
年
１
月
31

　

日
（
金
）

指
定
医
療
機
関　

塙
厚
生
病
院

　

☎
４
３
‐
１
１
４
５

　
　

村
住
民
福
祉
課
健
康
係
☎

　

４
９
‐
３
１
１
２

　

総
務
省
で
は
、
10
月
18
日
の

「
統
計
の
日
」
を
周
知
す
る
た

め
、
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
テ
ー
マ　
「
統
計
は
社
会

　

の
動
き
を
知
り
、
生
活
を
豊

　

か
に
す
る
た
め
に
と
て
も
大

　

切
な
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、

　

統
計
調
査
に
協
力
す
る
こ
と

　

は
と
て
も
大
事
で
す
」
と
い

　

っ
た
趣
旨
を
反
映
し
た
作
品

応
募
資
格　

小
学
生
以
上
お
よ

　

く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　

ま
で
）
／
村
住
民
福
祉
課
健

　

康
係
☎
４
９
‐
３
１
１
２

　

村
で
は
、
特
定
の
年
齢
に
達

し
た
方
に
対
し
て
、
乳
が
ん
検

診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
検
診

費
用
が
無
料
と
な
る
「
無
料
ク

■今月の納税　　　　　　　　
後期⾼齢者医療保険料：第６期
※納期限：１⽉３１⽇(⾦)

原
子
力
損
害
賠
償
手
続
き

弁
護
士
が
お
手
伝
い
し
ま
す

募
集

i

保
健
・
福
祉

i県
民
健
康
管
理
調
査

問
診
票｢

簡
易
版｣

を
作
成

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

有
効
期
限
は
１
月
31
日
ま
で

｢

統
計
の
日｣

標
語
を
募
集

案
内

i職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

税
務
職
員
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
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障がいのある方の
職場体験などにご協力ください

　福祉施設や特別支援学校では、障がいのある方

々の一般企業や自営業（農業・畜産・商店）など

の職場体験の受け入れ先や福祉施設への内職を提

供してくれる企業を探しています。

　　障がいのある方が企業を知り、働く実感を得

　るため

　　業務内容や時間、期間などは企業と相談の上、

　決定します。※万が一の事故やけがについては、

　本人加入の保険で対応します。

　　社会貢献や社員教育のほか、障がい者雇用を

　検討している企業は労務管理のノウハウが蓄積

　できます。

　　作業の一部や外部に委託している作業を福祉

　施設が責任を持って請け負います。作業単価や

　納品方法などはご相談ください。

　 村住民福祉課福祉係☎４９‐３１１３

■職場体験の目的

■職場体験の内容

問

問

問

問

問

問

問

■企業のメリット

■内職の内容

問

緊急時の駆け込み通報設備を設置

　平成２５年４月１日に開始した白河広域市町村

圏消防本部消防指令センターの業務に併せて、棚

倉消防署鮫川分署に「駆け込み通報設備」を設

置しています。火災や救急などの緊急時に消防指

令センターにつながる

「１１９番直通電話」で

す。受話器をあげると

通信員と通話ができま

すので、緊急時にご利

用ください。

　 棚倉消防署鮫川分署☎４９‐２１１９問




